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予
算
額
に
対
し
て
五
九
・

０
％
、
二
九
億
八
、
七
一
二
万
円

が
既
に
収
入
済
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

町
税
は
、
率
に
し
て
四
・
二
％
の

減
、
額
に
し
て
八
、
六
０
五
万
五

千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
納
税
の
適
正
化
を
推

進
し
、
歳
入
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
町

債
で
収
入
済
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
事
業
の
完
了
が
下
半
期

に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。予

算
額
に
対
し
て
、
三
六
・

四
％
、
十
八
億
四
、
０
九
二
万
一

千
円
が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
民

生
費
及
び
土
木
費
で
特
に
支
出
済

率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
主
な
要
因
は
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
等
の
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
の
支
出
が
下
半
期
に
な
る
た

め
で
す
。
ま
た
併
せ
て
、
土
木
費

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
完
了

が
下
半
期
に
集
中
す
る
た
め
で

す
。今

年
度
の
主
要
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
（
仮
称
）
宇
多
津
新
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
（
平
成
十
九
年

一
月
末
完
成
予
定
）

・
平
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
館
建

設
事
業
（
十
一
月
着
工
平
成
十

九
年
三
月
完
成
予
定
）

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

水
主
町
本
町
線
改
良
工
事
（
平

成
十
九
年
三
月
竣
工
予
定
）

西
町
網
の
浦
線
改
良
工
事
（
平

成
二
十
一
年
度
ま
で
継
続
）

・
宇
多
津
中
学
校
耐
震
診
断
業
務

（
十
月
完
了
）

・
宇
多
津
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事

業
（
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

高
齢
化
が
進
展
し
人
口
が
減
少

し
つ
つ
あ
る
既
成
市
街
地
に
つ

い
て
、
美
し
く
快
適
な
住
環
境

の
創
造
に
向
け
て
、
六
分
科
会

に
分
か
れ
て
審
議
・
検
討
を
実

施
中
）

ま
た
、
四
つ
の
特
別
会
計
及
び

水
道
事
業
会
計
の
上
半
期
の
執
行

状
況
は
次
の
表
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
と
比
較
し
て
率
で
０
・

四
％
、
額
で
一
、
二
二
二
万
七
千

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
歳
入
の
根
幹
で
あ
り
ま
す

［歳　出］ （単位：千円） 

　　科　　目 
１．議会費 
２．総務費 
３．民生費 
４．衛生費 
５．労働費 
６．農林水産業費 
７．商工費 
８．土木費 
９．消防費 
10．教育費 
11．災害復旧費 
12．公債費 
13．諸支出金 
14．予備費 
歳出合計 

予算現額 
86,317 
569,968 
1,602,596 
451,295 
15,105 
53,790 
92,315 
931,776 
149,247 
639,446 

0 
457,536 
3,740 
6,420 

5,059,551

支出済額 
45,267 
270,643 
528,568 
204,028 
15,055 
25,360 
51,794 
131,308 
75,546 
266,570 

0 
223,977 
2,805 
0 

1,840,921

支出済率 
52.4％ 
47.5％ 
33.0％ 
45.2％ 
99.7％ 
 47.1％ 
56.1％ 
14.1％ 
50.6％ 
41.7％ 
0.0％ 
49.0％ 
75.0％ 
0.0％ 
36.4％ 

●
歳
出

平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
平
成
十
八
年
度
上
半
期
に
お
け
る

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
運
営
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
年
二
回
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
九
月
末
で
、
五
十
億
五
、
九
五

五
万
一
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
同
時
期
と
比
較
し
て
四
億

一
、
一
七
六
万
八
千
円
、
七
・
五
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
要
因

は
、
宇
多
津
中
学
校
体
育
館
建
設
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

平成18年度　上半期一般会計歳入・歳出予算執行状況 

［歳　入］ （単位：千円） 

　　　　　科　　目 
１．町税 
２．地方譲与税 
３．利子割交付金 
４．配当割交付金 
５．株式譲渡所得割交付金 
６．地方消費税交付金 
７．自動車所得税交付金 
８．地方特例交付金 
９．地方交付税 
10．交通安全対策特別交付金 
11．分担金及負担金 
12．使用料及手数料 
13．国庫支出金 
14．県支出金 
15．財産収入 
16．寄付金 
17．繰入金 
18．繰越金 
19．諸収入 
20．町債 
歳入合計 

予算現額 
2,683,014 
173,000 
10,000 
2,000 
10 

175,000 
33,000 
45,000 
330,000 
5,000 
94,454 
163,793 
290,676 
297,757 
8,674 
110 

306,800 
48,744 
74,119 
318,400 
5,059,551

収入済額 
1,952,998 
76,162 
4,463 
3,850 
23 

 111,996 
11,246 
63,564 
196,895 
4,061 
41,004 
72,657 
74,174 
65,292 
598 
672 
0 

296,758 
10,707 

0 
2,987,120

収入済率 
72.8％ 
44.0％ 
 44.6％ 
192.5％ 
230.0％ 
64.0％ 
34.1％ 
141.3％ 
59.7％ 
81.2％ 
 43.4％ 
 44.4％ 
25.5％ 
21.9％ 
6.9％ 

610.9％ 
0.0％ 

608.8％ 
14.4％ 
0.0％ 
59.0％ 

特別会計執行状況 
（単位：千円） （単位：千円） 

会　　計　　名 
国民健康保険特別会計 
老人保健特別会計 
介護保険特別会計 
下水道事業特別会計 

歳入予算現額 
1,140,029 
1,302,670 
775,104 
1,018,129

収入済額 
522,764 
516,690 
310,977 
131,580

収入済率 歳出予算現額 支出済額 支出済率 
45.9％ 
39.7％ 
40.1％ 
12.9％ 

1,140,029 
1,302,670 
775,104 
1,018,129

500,138 
507,621 
299,791 
377,269

43.9％ 
39.0％ 
38.7％ 
37.1％ 

（単位：千円） 

予算現額 
375,357

総収入額 
193,253

予算現額 
345,854

総支出額 
117,362

水道事業執行状況 

収益的収入 収益的支出 

（単位：千円） 

予算現額 
40,033

総収入額 
0

予算現額 
183,258

総支出額 
70,927

資本的収入 資本的支出 

「
平
成
十
八
年
度
上
半
期

財
政
状
況
の
公
表
」
に
つ
い
て

●
歳
入
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保
育
所
の
入
所
児
童
に
限
ら
ず
、

育
児
不
安
等
に
つ
い
て
の
相
談
や

子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
支

援
な
ど
地
域
の
子
育
て
家
庭
に
対

す
る
育
児
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
１

特
別
保
育
に
つ
い
て
は
左
記
の

と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
各
保
育
所
へ
直
接
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

（
特
別
保
育
事
業
内
容
）

延
長
保
育

保
護
者
の
多
様
な
勤
務
形
態
に

対
応
す
る
た
め
に
通
常
保
育
の
時

間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
午
前
七

時
も
し
く
は
七
時
三
十
分
か
ら

（
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）
午

後
七
時
ま
で
。（
延
長
保
育
料
別

途
必
要
）

乳
児
保
育

保
護
者
の
就
労
等
で
家
庭
で
の

保
育
が
困
難
な
お
宅
の
乳
児
を
お

預
か
り
し
ま
す
。（
私
立
保
育
所

の
み
）

休
日
保
育

保
護
者
の
事
情
で
休
日
に
保
育

で
き
な
い
場
合
の
保
育
で
す
。

一
時
保
育

保
護
者
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど

不
規
則
な
就
労
形
態
の
家
庭
の
児

童
や
保
護
者
の
傷
病
、
入
院
等
な

ど
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な
る

児
童
を
保
育
し
ま
す
。（
一
時
保

育
料
別
途
必
要
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

平成19年度　町内幼稚園入園受付 ê問い合わせ先 町学校教育課　@49―8007
幼稚園名 公私別 

公立 

私立 

宇多津幼稚園 

青山幼稚園  

香川短期大学 
附属幼稚園  

受付期間 

11月1日π～ 

11月1日π～ 

11月13日∑～ 
　24日ª 
※祝日、土、日 
　曜日を除く 
【受付時間】 
午前8時30分～ 
　午後5時 

受付場所 該　　　当　　　児 

町民コミュニティー会館2階 
町教育委員会 

青山幼稚園 
（@49－0136） 
香川短期大学附属幼稚園 
（@41－0500） 
【面接】 
11月1日π～ 
午前8時30分～10時 

 
宇多津町に住民登録している方で 
　３歳児…平成15年4月2日～平成16年4月1日までの出生児 
　４歳児…平成14年4月2日～平成15年4月1日までの出生児 
　５歳児…平成13年4月2日～平成14年4月1日までの出生児 
（その他） 
　・現在、宇多津幼稚園の年少、年中組に通園していて、その 
　　まま同幼稚園に進級する園児は、入園の申込みが不要です。 
　・申込み時に、印鑑をご持参下さい。 
宇多津町に住民登録していない方も入園できます。 
　満3歳児～就学まで　定員160名 
宇多津町に住民登録していない方も入園できます。 
　３歳児…　40名 
　４歳児…若干名 
　５歳児…若干名 

保育所名 

中 央 保 育 所  

わかくさ保育園 

わかくさ北保育園 

あおやま保育園 

公私別 

公　立 

私　立 

定員 

30名 

150名 

150名 

平 山 保 育 所  90名 

180名 

該　当　児 受付場所・期間 

町保健福祉課 
11月13日∑～24日ª 
（土、日、祝日を除く） 
受付時間 
午前8時30分～午後5時 

そ　　の　　他 
1～5歳児 
（19年度中に1歳になられる
方も受付します。） 
0～5歳児 
（0歳の産休育休明け保育
希望者は、妊娠中から各園
にて予約受付します。） 
0～2歳児 
（0歳の産休育休明け保育
希望者は、妊娠中から園に
て予約受付します。） 

・申込みの際は、印鑑をご持参ください。 
・対象者は、保護者が労働等に従事しており、
家庭で児童を保育できない方。 
・申込書には必ず第２希望まで記入してくだ
さい。 
・平成18年分の源泉徴収票もしくは確定申告
書の写しを持参してください。平成18年１
月１日に宇多津町以外に在住されていた方
は、平成18年度（平成17年分の）市町村民
税課税証明書が必要な場合があります。 

保
育
所（
園
）特
別
保
育

保育所名 電話番号 
延長 
保育 

設置 
主体 

定員 

49－0206 

49－0851 

49－3011 

59－9671 

41－1021

● 

● 

● 

● 

● 

乳児 
保育 

 

 

● 

● 

● 

休日 
保育 

 

 

 

● 

一時 
保育 

 

 

● 

 

● 

地域子育て 
支援センター 

 

 

● 

公立 

公立 

私立 

私立 

私立 

150名 

90名 

150名 

180名 

30名 

特別保育実施状況 

中 央 保 育 所  

平 山 保 育 所  

わかくさ保育園 

わかくさ北保育園 

あおやま保育園 

今月の町税納期　●固定資産税（第3期分） ●国民健康保険税（第4期分） 納税期限　10月31日∏

平成19年度　保育所（園）入所・園受付 ê問い合わせ先 町保健福祉課　@49―8001
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「
ワ
タ
シ
が
し
た
い
こ
と
」
に
も

こ
だ
わ
り
、「
い
や
」
を
連
発
し

ま
す
。
遊
び
に
来
た
お
友
だ
ち
が

お
も
ち
ゃ
を
使
う
と
「
ダ
メ
！
」

と
取
り
返
し
ま
す
。
そ
の
く
せ
お

友
達
の
家
に
行
け
ば
自
分
も
使
い

た
い
の
で
す
。
貸
す
の
は
「
い
や
」

貸
し
て
も
ら
え
な
い
の
も「
い
や
」

な
の
で
す
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。
で

も
、
こ
の
「
ダ
メ
」
も
「
い
や
」

も
一
種
の
独
立
宣
言
で
、
ボ
ク
は

ボ
ク
、
ワ
タ
シ
は
ワ
タ
シ
と
、
周

り
に
訴
え
て
い
る
の
で
す
。
好
き

嫌
い
も
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
気

に
入
っ
た
遊
び
を
し
て
い
る
時
は
、

か
な
り
長
時
間
集
中
し
て
遊
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

そ
の
遊
び
を
邪
魔
さ
れ
る
と
、
ガ

ブ
ッ
と
噛
み
付
い
た
り
し
ま
す
。

自
分
を
主
張
し
た
い
、
け
れ
ど

言
葉
は
不
十
分
と
い
う
時
期
で
す

か
ら
、
す
る
こ
と
が
荒
っ
ぽ
く
友

達
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
も
絶
え
ま
せ

ん
。「
い
け
ま
せ
ん
」
だ
け
で
な

く
、「
こ
う
し
た
か
っ
た
の
ね
」

と
一
旦
受
け
入
れ
て
か
ら
「
こ
う

し
て
み
よ
う
か
」
と
別
の
や
り
方

も
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
り
、
時
に

は
子
ど
も
に
任
せ
て
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
か
ら
手

助
け
す
る
な
ど
し
て
、
経
験
を
重

ね
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ñ
ñ

人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
⑰
ñ
ñ

我
が
国
に
お
け
る
人
口
の
高
齢

化
は
、
平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び

に
伴
い
、急
速
に
進
展
し
て
お
り
、

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）

に
は
、
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳

以
上
と
い
う
本
格
的
な
超
高
齢
社

会
の
到
来
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
、
高
齢
者
の
人
権
に

か
か
わ
る
問
題
と
し
て
は
、
高
齢

者
に
対
す
る
身
体
的
・
精
神
的
な

虐
待
や
財
産
権
の
侵
害
の
ほ
か
、

社
会
参
加
の
困
難
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
高
齢
者

が
自
立
し
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や

地
域
で
、
健
康
で
生
甲
斐
を
持
っ

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
の
就
労

機
会
の
確
保
や
住
宅
・
福
祉
施
設

両
面
に
お
け
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。ま

た
、
高
齢
者
の
優
れ
た
知

識
・
経
験
等
を
活
か
し
て
、
社
会

参
加
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
他
の

世
代
と
の
相
互
理
解
や
連
帯
感
を

深
め
る
た
め
に
、
世
代
間
交
流
の

促
進
に
努
め
ま
す
。

現
在
、
我
が
国
で
は
、
エ
イ

ズ
・
ハ
ン
セ
ン
病
等
の
感
染
症
に

対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
が
十

分
に
普
及
し
て
い
る
状
況
に
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
に

か
か
っ
た
患
者
及
び
元
患
者
が
、

周
囲
の
人
々
の
誤
っ
た
知
識
や
偏

見
な
ど
に
よ
り
、職
場
で
の
迫
害
、

入
園
や
入
学
の
拒
否
、
医
療
現
場

に
お
け
る
差
別
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
報
道
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
な
ど
が
、
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
に
関
し
て
は
、
研
究
の

進
展
に
伴
い
、
そ
の
原
因
が
Ｈ
Ｉ

Ｖ
と
い
わ
れ
る
非
常
に
感
染
力
の

弱
い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、
正
し
く

対
応
す
れ
ば
十
分
予
防
で
き
る
病

気
で
す
。

学
校
教
育
で
は
、
発
達
段
階
に

応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
に
対

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。

「
い
い
老
後
」
に
ち
な
ん
で
、

毎
年
十
一
月
六
日（
い
い
ろ
う
ご
）

か
ら
十
二
日
ま
で
の
一
週
間
を

「
年
金
週
間
」、
十
一
月
を
「
国
民

年
金
制
度
推
進
月
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持

っ
て
安
全
・
確
実
に
運
営
す
る
制

度
で
す
。
少
子
化
だ
か
ら
年
金
が

破
綻
す
る
と
い
う
誤
っ
た
情
報
が

聞
か
れ
ま
す
が
、
少
子
化
だ
か
ら

こ
そ
、
将
来
に
渡
っ
て
確
実
な
の

は
国
が
保
障
す
る
国
民
年
金
な
の

で
す
。

【
国
民
年
金
　
五
つ
の
安
心
】

一．

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
運
営
す
る
制
度
で
す
。

世
代
間
扶
養
で
支
え
合
う
仕
組

み
な
の
で
、
日
本
の
国
が
存
続

す
る
限
り
、
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

二．

年
金
額
の
三
分
の
一
は
、
国

が
負
担
し
て
い
ま
す
。（
平
成

二
十
一
年
度
ま
で
に
二
分
の
一

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。）

三．

国
民
年
金
は
、
ど
ん
な
に
長

生
き
し
て
も
、
生
涯
に
渡
っ
て

支
給
さ
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

四．

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得

を
保
障
す
る
老
齢
基
礎
年
金
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
時
に
は
障
害
基
礎
年
金
、
夫

に
先
立
た
れ
た
時
に
は
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
現
役
世

代
の
「
万
一
」
の
場
合
に
も
備

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五．

国
民
年
金
の
年
金
額
は
、
物

価
等
の
経
済
の
変
動
に
応
じ
て

ス
ラ
イ
ド
し
、
実
質
価
値
が
守

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
役
場
に
お
け
る
、
夜

間
、
土
・
日
曜
日
及
び
休
日
の
戸

籍
関
係
な
ど
の
受
付
は
、
宿
日
直

者
で
あ
る
町
役
場
職
員
が
行
っ
て

お
り
ま
し
た
。
今
回
、
役
場
業
務

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委

託
）
の
一
環
と
し
て
、
宿
直
業
務

（
夜
間
）
の
一
部
を
十
一
月
十
一

日
º
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
方
々
に
委
託
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
に
は
、

御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

な
ん
で
も
「
ジ
ブ
ン

で
」や
り
た
が
る
頃
は
、

同
時
に
「
ボ
ク
の
物
」

役
場
の
夜
間
受
付
に
つ
い
て

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

十
一
月
は
国
民
年
金
制
度
推

進
月
間
、
十
一
月
六
日
か
ら

十
二
日
は
年
金
週
間
で
す

⑦
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・

ハ
ン
セ
ン
病
元

患
者
等
の
問
題

「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」か
ら

⑥
高
齢
者
の
問
題



宇
多
津
中
学
校
の
生
徒
十
名
が

八
月
二
一
日
〜
二
八
日
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
外
国
で
の
生
活
や

文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、
豊
か
な

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お

う
と
、
町
が
平
成
十
二
年
よ
り
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

初
め
は
言
葉
が
通
じ
る
か
不
安

だ
っ
た
生
徒
た
ち
も
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
方
た
ち
の
温
か
い
歓

迎
を
受
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
慣

れ
た
よ
う
で
し
た
。

昼
間
は
地
域
の
小
学
校
で
英
語

の
授
業
を
受
け
た
り
、
子
ど
も
た

ち
に
宇
多
津
町
や
日
本
の
文
化
を

英
語
で
紹
介
し
た
り
し
ま
し
た
。

弁
当
を
一
緒
に
食
べ
、
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
遊

ぶ
様
子
は
、

ま
る
で
ず

っ
と
前
か

ら
の
友
達

同
士
の
よ

う
で
し
た
。

で
は
、
そ

「
折
り
紙
（
か
ぶ
と
の
作
り
方
な

ど
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
も
の
す

ご
く
盛
り
上
が
っ
た
の
で
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
」

（
六
日
目
）「
最
後
の
夜
は
豪
華
な

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
。
す
て
き
な

演
奏
会
も
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
で
練
習
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
曲
を
演
奏
で
き
た
の
で

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
」

（
七
日
目
）
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
お
別
れ
。
互
い
に
抱
き
合
っ
て

涙
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

（
八
日
目
）
ブ
リ
ス
ベ
ン
発
。

こ
の
事
業
を
振
り
返
っ
て
…
。

「
日
本
と
の
環
境
の
違
い
や
言

葉
が
通
じ
な
い
こ
と
に
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

皆
さ
ん
が
温
か
く
接
し
て
く
れ
ま

し
た
」

「
一
番
の
収
穫
は
英
語
が
話
せ

な
く
て
も
、
伝
え
よ
う
と
す
る
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
相
手
に
伝
わ
る

と
い
う
こ
と
で
す
」

「
自
然
が
豊
か
で
、
道
に
ゴ
ミ

一
つ
落
ち
て
い
な
い
こ
と
、
誰
に

対
し
て
も
明
る
く
接
す
る
と
こ
ろ

が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
最
も

心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
人
と
か
か

わ
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
」

「
南
が
上
に
な
っ
て
い
る
地
図

が
あ
っ
た
り
、
蠍
座
が
真
上
に
見

え
た
り
、
南
半
球
に
来
た
ん
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
」

「
水
を
大
切
に
使
う
な
ど
物
を

大
事
に
す
る
国
民
性
に
感
心
し
ま

し
た
」

本
事
業
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち

は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
英
語
力
だ
け
で

な
く
、
何
と
か
思
い
を
伝
え
よ
う

と
す
る
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自

然
や
歴
史
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と

で
、
日
本
や
地
域
の
価
値
を
再
認

識
し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
家
族
や

地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
も
つ
こ
と
も
で
き
た
よ
う
で

す
。

今
月
号
か
ら
、
九
月
に
開
催
さ

れ
た
「
町
人
権
作
品
展
」
の
展
示

作
品
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
幼
稚
園
の
園
児

の
作
品
を
二
点
紹
介
し
ま
す
。

の
様
子
を
生
徒
の
感
想
を
交
え
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

（
一
日
目
）
関
西
空
港
発
。

（
二
日
目
）
市
内
観
光
後
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
。

（
三
日
目
）
現
地
校
で
英
語
の
授

業
。「
現
地
の
先
生
に
よ
る
授
業

と
い
っ
て
も
堅
苦
し
い
も
の
で
は

な
く
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
で
楽

し
か
っ
た
で
す
」「
十
時
半
か
ら

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
お
や
つ
を
全
校

生
と
食
べ
ま
し
た
。
日
本
に
も
あ

っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
」

（
四
日
目
）「
四
年
生
の
日
本
語
の

授
業
に
参
加
。
日
本
の
歌
を
上
手

に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
日
本
と
の
つ
な
が
り
が

強
く
日
本
語
を
話
せ
る
と
都
合
が

い
い
そ
う
で
す
」

（
五
日
目
）
生
徒
が
日
本
の
紹
介
。新聞紙を使って「折り紙」の実演

ステイ先の子どもたちと（学校で）

5

宇
多
津
幼
稚
園
　
山
縣
香
納
絵

宇多津幼稚園　網本　雅大

宇
多
津
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験



県
庁
で
開
催
さ
れ
た
「
香
川
県

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
県
民
大
会
」
で
、
平

成
十
八
年
度
防
犯
功
労
者
と
し

て
、
東
京
都
明
治
記
念
館
で
表
彰

を
受
け
た
三
浦
數
一
氏
に
、
防
犯

栄
誉
金
賞
の
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

三
浦
氏
は
、
坂
出
警
察
署
地
域

安
全
推
進
委
員
と
し
て
、
多
年
に

渡
り
地
域
の
安
全
と
平
穏
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
を
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

綾
歌
郡
少
年
剣
道
錬
成
大
会

が
、
宇
多
津
中
学
校
新
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
鵜
多
津
剣
道
会
剣
士

達
は
、
並
居
る
強
豪
の
中
、
好
成

績
を
修
め
て
い
ま
す
。

「
早
く
早
く
」「
あ
っ
ち
あ
っ
ち
！
」

元
気
な
声
が
宇
多
津
中
学
校
新
体

育
館
に
響
き
ま
し
た
。

町
体
育
指
導
委
員
会
主
催
の
第

一
回
親
子
キ
ン
ボ
ー
ル
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は

町
内
小
学
校
か
ら
希
望
さ
れ
た
親

子
五
組
、
宇
多
津
中
学
校
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
、子
ど
も
会
会
長
、

宇
多
津
Ｕ
Ｓ
ク
ラ
ブ
、
教
育
委
員

会
、
町
体
育
指
導
委
員
な
ど
様
々

な
団
体
・
年
齢
層
の
方
々
約
四
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
キ
ン
ボ
ー
ル
連
盟
の
方
々
に

よ
る
ご
指
導
の
も
と
、
約
二
時
間

汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
活
動
し

ま
し
た
。
ど
の
参
加
者
も
最
初
は

ル
ー
ル
や
ボ
ー
ル
の
大
き
さ
に
戸

惑
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
終

わ
っ
た
時
に
は
ど
の
参
加
者
か
ら

も
「
こ
れ
は
楽
し
い
な
あ
」「
ま

た
や
り
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。今
後
は
第
二
回
、

第
三
回
と
継
続
実
施
で
き
る
よ
う

計
画
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

宇
多
津
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
に
よ
る
第
二
十
一
回
チ
ャ
リ
テ

ィ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
保
健
セ
ン

タ
ー
三
階
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ミ

ラ
ー
ボ
ー
ル
や
電
飾
で
飾
ら
れ
た

会
場
に
は
県
内
外
各
地
よ
り
多
数

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ワ
ル
ツ
、

タ
ン
ゴ
等
五
時
間
に
渡
っ
て
楽
し

く
踊
り
ま
し
た
。
午
後
四
時
か
ら

福
本
会
長
、
宮
本
助
役
の
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
会
員
に
よ
る
交
流
ダ

ン
ス
が
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
の
収
益
金
は
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
は
毎
週
土

曜
日
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
保

健
セ
ン
タ
ー
三
階
で
練
習
し
て
い

ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は
御

来
場
く
だ
さ
い
。

綾
川
町
サ
ン
ヒ
ル
で
開
催
さ
れ

た
綾
歌
郡
中
学
生
英
語
弁
論
大
会

で
、
暗
唱
の
部
で
米
澤
采
花
さ
ん

が
、
弁
論
の
部
で
は
梶
野
愛
美
さ

ん
（
と
も
に
三
年
生
）
が
み
ご
と

優
勝
し
ま
し
た
。
二
人
と
も
町
の

海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
経
験

が
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
々
と
交
流
し
た
こ
と
で
、「
も

っ
と
英
語
を
勉
強
し
た
い
！
」
と

強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
振
返

っ
て
い
ま
す
。

（
個
人
戦
）

高
学
年
の
部

優
　
勝
　
三
宅
　
優
希

第
三
位
　
安
西
　
　
凌

低
学
年
の
部

優
　
勝
　
三
宅
　
真
正

準
優
勝
　
安
西
　
　
潤

初
心
者
の
部

優
　
勝
　
福
原
　
徹
也

（
団
体
戦
）

高
学
年
の
部
　
第
三
位

（
廣
瀬
、
藤
田
、
安
西
、
杉
野
、
三
宅
）

低
学
年
の
部
　
優
　
勝

（
三
宅
、
福
原
、
栗
、
安
西
、
福
井
）

「
オ
ム
ニ
キ
ン
　
レ
ッ
ド
！
」

6

鵜
多
津
剣
道
会

郡
大
会
優
勝
者
続
出
！

9/10

キ
ン
ボ
ー
ル
っ
て

楽
し
そ
う
！

9/17

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｗ
Ｅ

ダ
ン
ス

9/18

ú
全
国
防
犯
協
会
・

警
察
庁
か
ら
防
犯
栄

誉
金
賞
受
賞

10/13

郡
英
語
弁
論
大
会
で

宇
中
生
徒
が
Ｗ
優
勝
！

9/22

米澤采花さん（左）と梶野愛美さん（右）



秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
、
浜
町
松
浦
食
堂
前
で
平
山
保

育
所
園
児
た
ち
に
よ
る
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
関
係
者
た
ち
の
協
力

の
も
と
、
園
児
た
ち
が
手
作
り
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
マ
ス
コ
ッ
ト
を
信
号

待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

園
児
た
ち
の
か
わ
い
い
呼
び
か

け
に
、
運
転
手
た
ち
も
先
を
急
ぐ

中
、
ほ
っ
と
一
息
を
つ
い
た
よ
う

で
し
た
。

ま
た
、
運
動
期
間
の
初
日
の
九

月
二
十
一
日
に
は
、
交
通
安
全
母

の
会
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

九
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会
を
し

ま
し
た
。
毎
月
五
歳
児
が
中
心
に

な
っ
て
誕
生
児
を
お
祝
い
し
て
い

ま
す
。
自
分
の
名
前
や
歳
は
も
ち

ろ
ん
、
大
き
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な

人
に
な
り
た
い
と
か
、
友
達
の
前

で
答
え
て
い
る
子
ど
も
達
の
顔

は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
は
ず
か
し
さ

と
誇
ら
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
。ま
た
、

園
長
先
生
が
読
ん
で
く
れ
る
誕
生

メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
は
愛
情
あ
ふ
れ

る
お
家
の
人
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
月
は
、

人
形
劇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
と
み
は

ら
塾
」
の
人
達
が
お
祝
い
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
と
み
は

ら
塾
」
は
、
観
音
寺
市
を
拠
点
と

し
て
、
西
讃
、
東
讃
、
愛
媛
県
な

ど
ま
で
活
躍
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。
誕
生
会
の
二
〜
三
日
前
か

ら
機
材
や
舞
台
の
背
景
な
ど
が
組

み
立
て
ら
れ
、
日
増
し
に
変
わ
っ

て
い
く
会
場
の
様
子
に
子
ど
も
達

の
「
何
が
始
ま
る
だ
ろ
う
？
」
と
、

期
待
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
当
日
、
子
ど
も
達
は
冨
原
さ

ん
の
楽
し
い
話
術
や
人
形
劇
に
吸

い
込
ま
れ
る
よ
う
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
お
家
の
人

に
今
日
の
誕
生
会
の
様
子
を
伝
え

た
り
、
次
の
誕
生
会
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
子
ど
も
達
の
声
が
い
っ

ぱ
い
聞
か
れ
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
秋
空
の
も
と
、
広

い
運
動
場
で
幼
稚
園
、
保
育
園
の

合
同
運
動
会
が
盛
会
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
家
族
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の

人
達
に
も
た
く
さ
ん
お
越
し
い
た

だ
い
て
大
勢
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

あ
お
や
ま
保
育
園
児
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
運
動
会
な
の
で
い
つ

も
遊
ん
で
い
る
と
き
に
よ
く
歌
っ

て
い
る
曲
で
、
子
ど
も
達
の
大
好

き
な
曲
「
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
」「
ぐ
る
ぐ
る
ド
カ
ー
ン
」

を
踊
り
ま
し
た
。
飛
び
上
が
っ
て

ポ
ー
ズ
を
す
る
と
こ
ろ
が
と
っ
て

も
可
愛
い
く
空
ま
で
届
く
よ
う
な

元
気
な
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。
温
か
く
力
強
い
応
援
に
子
ど

も
達
も
は
り
き
っ
て
踊
り
一
人
ひ

と
り
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

親
子
競
技
、
親
子
ダ
ン
ス
で
は

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
な
が

ら
、
た
っ
ぷ
り
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
満
喫
し
、
と
び
き
り
の
笑
顔
を

み
せ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
行
事
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
調
査
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

集
計
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
覧
の
と
お
り
、
運
転
手
に
比

べ
助
手
席
同
乗
者
の
着
用
率
は
極

端
に
低
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

万
が
一
の
た
め
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
は
必
ず
つ
け
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

7

「
安
全
運
転

し
て
く
だ
さ
い
」

〜
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

9/27

み
ん
な
で
お
め
で
と
う
！

お
誕
生
会中

央
保
育
所

9/27

「
合
同
運
動
会
」

あ
お
や
ま
保
育
園

9/30

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

シ ー ト ベ ル ト  調査台数 

乳　幼　児 
搭乗車数 チャイルドシート 

着用者数計 
（男） 

着用者数計 
（女） 

着用者数計 着用率 

前席使用 後席使用 着用者数計 着用率 

運　転　手 

助　手　席 

1,419 
145

689 519 1,208 
76

85.1％ 

52.4％ 

6 2 8 44.4％ 18

※男女別はカウントしていない 



な
く
、
生
き
生
き
と
自
己
表
現
で

き
る
楽
し
い
環
境
が
あ
り
ま
し

た
。幼

稚
園
、
保
育
園
に
こ
だ
わ
り

な
く
子
ど
も
達
を
育
て
て
い
き
学

び
合
い
、
両
方
の
良
い
所
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後

も
子
ど
も
達
の
気
持
ち
を
く
み
と

り
受
け
止
め
、
共
に
楽
し
め
る
場

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
亀
市
民
体
育
館
で
「
丸
亀
市

長
杯
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宇

多
津
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
部
女
子
は

悲
願
の
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

昨
年
の
県
三
位
と
い
う
プ
レ
ッ
シ

中
学
校
体
育
館
で
、
第
十
三
回

大
松
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

宇
多
津
小
学
校
音
楽
ク
ラ
ブ
・
バ

ト
ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
宇
多
津
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
で
、
中
国
・
四
国
地
区

か
ら
選
抜
さ
れ
た
十
チ
ー
ム
に
よ

り
盛
大
に
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
会
式
後
、
夕
食
会
で
故
大

松
博
文
氏
の
ビ
デ
オ
を
流
し
、
ま

た
各
チ
ー
ム
の
お
国
自
慢
も
披
露

さ
れ
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

翌
八
日
に
は
、
大
会
会
場
の
中

学
校
体
育
館
で
故
大
松
博
文
氏
の

パ
ネ
ル
を
ス
テ
ー
ジ
横
に
掲
げ
、

二
階
観
覧
席
に
過
去
第
一
回
か
ら

十
二
回
大
会
の
結
果
表
を
、
ま
た

一
階
廊
下
に
は
故
大
松
博
文
氏
の

パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
大
会
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
同
氏
の
顕
彰
を

行
い
ま
し
た
。

試
合
で
は
、
地
元
宇
多
津
体
協

チ
ー
ム
は
順
当
に
勝
ち
上
が
っ

て
、
決
勝
ま
で
進
み
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
宇
多
津
体
協
（
宇

多
津
町
）
と
坂
出
東
部
（
香
川
県
）

と
の
地
元
同
士
の
争
い
と
な
り
、

両
チ
ー
ム
と
も
連
戦
に
よ
る
疲
労

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
精

一
杯
の
プ
レ
ー
を
披
露
し
、
熱
戦

の
末
、
坂
出
東
部
（
香
川
県
）
が

宇
多
津
体
協
（
宇
多
津
町
）
を
セ

ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
二
対
〇
で
破
り
大

松
杯
が
始
ま
っ
て
以
来
、
二
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
の
う
ど
ん
の
接
待

を
商
工
会
女
性
部
・
町
婦
人
会
が

行
い
、
選
手
た
ち
に
は
大
変
好
評

で
し
た
。
運
営
の
方
は
、
宇
多
津

体
育
協
会
等
各
部
、
宇
多
津
中
学

校
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
ジ
ュ

ニ
ア
女
子
バ
レ
ー
部
の
協
力
に
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
後
の
宇
多
津
体
協
チ
ー
ム
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

試
合
及
び
個
人
賞
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
選
手

横
山
　
奈
美
（
坂
出
東
部
）

敢
闘
選
手

高
石
　
順
子
（
宇
多
津
体
協
）

優
　
勝

坂
出
東
部
（
香
川
県
）

準
優
勝

宇
多
津
体
協
（
宇
多
津
町
）

三
　
位

フ
レ
ン
ズ
（
広
島
県
）、

古
志
原
ク
ラ
ブ
（
島
根
県
）

ャ
ー
の
中
、
春
か
ら
新
し
く
チ
ー

ム
作
り
を
し
て
一
生
懸
命
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
あ
と
一
歩

と
い
う
と
こ
ろ
で
惜
敗
し
て
き
た

だ
け
に
、
今
回
の
優
勝
は
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
ま
で
で
一

番
大
き
な
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
も
ら
っ

て
選
手
た
ち
の
顔
は
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
い
て
い
ま
し
た
。
卒
業
ま
で
あ

と
五
カ
月
で
す
が
、
ま
だ
た
く
さ

ん
の
大
会
が
あ
る
の
で
、
毎
試
合

を
大
切
に
持
ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
・
全
員
バ
レ
ー
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

8

丸
亀
市
長
杯
優
勝
！

宇
多
津
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
部
女
子

10/1

第
十
三
回
大
松
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

坂
出
東
部（
香
川
県
）

見
事
優
勝

10/7

フレンズ（広島県） 

石井クラブ（徳島県） 

甲浦（岡山県） 

坂出東部（香川県） 

湖山バレークラブ（鳥取県） 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

三崎クラブ（愛媛県） 

古志原クラブ（島根県） 

大津体育会（高知県） 

岩国ナイン（山口県） 

宇多津体協（宇多津町） 

A1

B1

B2

B3

A3

A4 B4
特設 

A2

第13回大松杯バレーボール大会《試合組合表》 

25－23 
21－13

2 0

21－16 
21－12

2 0

21－14 
21－13

2 0

21－16 
21－19

2 0 21－18 
21－17

2 0

29－27 
23－21

2 0

21－19 
21－17

2 0

21－17 
15－21 
21－12

2 1

18－21 
21－18 
21－19

2 1

坂
出
東
部 

（
香
川
県
） 



真
っ
青
な
秋
晴
れ
の
下
、
第
二

十
二
回
わ
か
く
さ
家
族
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

わ
か
く
さ
保
育
園
、
わ
か
く
さ

北
保
育
園
の
二
歳
児
ク
ラ
ス
か
ら

年
長
児
ク
ラ
ス
ま
で
の
園
児
約
二

百
五
十
名
に
そ
の
保
護
者
、
卒
園

児
、
ご
来
賓
の
皆
様
等
、
大
勢
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
子
ど
も

達
も
日
頃
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
子
ど
も
達

の
た
め
に
若
い
先
生
方
が
工
夫
を

凝
ら
し
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
体
操
。
そ

こ
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
、
み

大
束
川
に
ス
イ
セ
ン
の
花
を
咲

か
せ
る
め
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ス
イ
セ
ン
を
咲
か
す
会
の
、
二

回
目
と
な
る
今
年
は
、
早
朝
よ
り

約
六
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一
時
間

ほ
ど
で
一
万
一
千
個
の
ス
イ
セ
ン

の
球
根
を
大
束
川
の
右
岸
側
（
東

側
）
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
し
て
頂
い
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
ど
う
も
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
昨
年
植
え
付
け
た
左
岸

側
（
西
側
）
と
合
わ
せ
て
、
来
春

に
は
大
束
川
両
岸
に
き
れ
い
な
ス

イ
セ
ン
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

香
川
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
が

主
催
す
る
地
域
住
民
の
未
就
園
児

を
対
象
と
し
た
子
育
て
支
援
サ
ー

ク
ル
〔
す
く
す
く
教
室
〕
で
は
、

普
段
の
生
活
で
触
れ
る
事
の
少
な

い
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
に
、
専
門

家
の
生
演
奏
を
聴
く
コ
ン
サ
ー
ト

を
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
が
趣
味
や
将
来
の
職

業
な
ど
、
選
択
肢
を
増
や
す
き
っ

か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
と
チ
ェ
ロ
、ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
、

声
楽
な
ど
、
十
五
公
演
を
数
え
て

い
ま
す
。

十
月
十
六
日
に
は
、
幼
稚
園
の

多
目
的
ホ
ー
ル
で
十
五
回
目
の
エ

ン
ジ
ェ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、

フ
ル
ー
ト
、
箏
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」、「
涙
そ
う
そ
う
」

や
日
本
の
う
た
メ
ド
レ
ー
な
ど
十

曲
余
り
の
生
演
奏
に
子
ど
も
達
や

保
護
者
、
近
隣
の
方
た
ち
は
皆
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

本
園
の
す
く
す
く
教
室
で
は
、

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
に
つ
い
て

考
え
る
講
演
を
開
い
た
り
、
親
子

で
遊
ん
だ
り
と
い
っ
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
仲
よ
く
な

っ
て
子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ん
な
や
る
気
満
々
で
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
臨
み
ま
し
た
。
二

歳
児
ク
ラ
ス
の
お
花
や
ポ
ン
ポ
ン

を
持
っ
た
踊
り
は
と
て
も
か
わ
い

ら
し
く
、
会
場
も
ほ
ん
わ
か
し
た

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
三
歳

児
ク
ラ
ス
は
柔
ら
か
い
ス
カ
ー
フ

や
旗
を
持
ち
、
隊
形
移
動
を
交
え

て
の
お
遊
戯
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー

ル
。
四
歳
児
ク
ラ
ス
は
両
園
合
同

で
メ
イ
ポ
ー
ル
に
初
挑
戦
。
少
し

難
し
く
て
も
み
ん
な
で
頑
張
る
こ

と
を
経
験
し
、
グ
ラ
ン
ド
一
杯
に

美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
年

長
児
ク
ラ
ス
は
、
鼓
隊
や
組
体
操

な
ど
友
だ
ち
一
人
ひ
と
り
を
認
め

合
い
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

作
り
上
げ
て
い
く
素
晴
ら
し
さ
を

体
験
し
、
見
て
い
る
人
た
ち
に
感

動
を
与
え
る
み
ご
と
な
演
技
と
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
楽

し
い
ゲ
ー
ム
や
迫
力
あ
る
リ
レ
ー

な
ど
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
、
わ

か
く
さ
大
家
族
の
熱
い
思
い
を
一

杯
詰
め
込
ん
だ
素
敵
な
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
。

9

ま
っ
て
た
ま
っ
て
た

運
動
会
！

わ
か
く
さ
保
育
園

10/7

来
春
が
楽
し
み
！

10/9

香
川
短
期
大
学
附
属
幼

稚
園
で
は
子
ど
も
の
集

い
を
し
て
い
ま
す

10/16



10

夜
、
窓
を
開
け
る
と
リ
ー
ン
リ

ー
ン
、
ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ
と
虫
の
音

が
聞
こ
え
て
く
る
。
少
し
う
る
さ

い
時
、
心
地
よ
く
聞
こ
え
る
時
。

こ
の
音
は
何
と
い
う
虫
か
な
と
物

思
い
に
ふ
け
て
聞
き
入
る
風
流
さ

は
、
今
年
の
長
雨
、
猛
暑
、
そ
し

て
、
野
菜
の
高
値
な
ど
何
処
へ
や

ら
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
天
然
の
癒

し
で
す
。
そ
し
て
、
夜
空
を
見
上

げ
れ
ば
月
も
大
変
き
れ
い
で
す
。

（
支
部
長
全
員
手
作
り
で
趣
向
を

こ
ら
し
会
場
作
り
を
し
た
月
見
茶

会
桟
敷
で
の
一
服
は
ご
満
足
い
た

だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。）

ま
た
、
十
月
に
は
第
十
三
回
大

松
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
お
手

伝
い
や
大
束
川
東
側
土
手
水
仙
の

植
え
込
み
の
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。（
来
春
に
は
、
両
側
に
水
仙

が
咲
き
乱
れ
る
の
で
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。）

十
一
月
に
は
、
宇
多
津
北
小
学

校
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
の
バ
ザ
ー

や
恒
例
の
婦
人
会
パ
ー
テ
ィ
ー
が

二
十
五
日
、
行
わ
れ
る
予
定
で
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

十
月
一
日
に
、
丹
下
善
弘
先
生

の
「
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
小
学
生
三
十

三
名
。
最
初
に
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
」

の
不
思
議
を
科
学
。
風
船
に
入
れ

て
ふ
く
ら
む
様
子
を
観
察
し
た

り
、
氷
と
す
べ
る
速
さ
を
競
争
。

お
い
し
い
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
も
作
り

ま
し
た
。
最
後
に
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー

ス
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
外
で
発
射

さ
せ
て
、
ポ
ン
ポ
ン
と
勢
い
よ
く

飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
に
み
ん
な
夢
中
で

し
た
。

児
童
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

（
登
録
）

も
ち
つ
き
大
会
や
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
児
童
館
の
年
間
行
事
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
方
（
主
に
土

・
日
曜
日
）
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

大
学
（
短
大
）
生
以
上
の
方
で
子

ど
も
達
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
人

を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
お
電
話

く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
参
加
者

▼
日
時

十
二
月
九
日
º

午
前
十
時
〜

▼
場
所

遊
戯
室

▼
内
容

香
川
短
期
大
学
の
学
生

に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、
ダ
ン
ス
な
ど

▼
対
象
者

三
才
〜
小
学
三
年
生

先
着
四
十
名
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

▼
参
加
費

無
料

申
込
み
は
電
話
、
ま
た
は
、
指

定
の
申
込
用
紙
で
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
４
０
０
５

青
穂
先
生
に
は
永
い
間
、
ご
指
導
ご
鑑
賞
を
い
た
だ
き
、
皆
様
に
替
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

彼
岸
花
山
の
峰
え
と
続
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
せ
つ
子

秋
耕
の
山
畑
で
、
大
根
で
も
蒔
い
て
お
る
の
で
し
ょ
う
。
彼
岸
花
は
秋

を
代
表
す
る
草
花
で
す
。
腰
を
伸
ば
す
と
、
炎
え
る
様
に
漫
珠
沙
華
が

点
々
と
稜
線
に
向
い
て
咲
い
て
居
る
情
景
に
感
動
し
た
の
で
す
。
読
者
に

も
、
青
空
ま
で
も
見
え
て
く
る
大
景
で
す
。

鑑
賞
　
木
下
よ
し
を

胸
襟
を
ひ
ら
け
ば
そ
っ
と
秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
田
ゆ
た
か

粛
然
と
秋
の
地
球
を
歩
き
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
倭
文

夕
暮
れ
て
ち
ち
ろ
演
奉
始
ま
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
せ
つ
子

高
速
道
車
窓
に
よ
ぎ
れ
る
秋
の
い
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
た
か
ひ
ろ

幼
児
の
法
被
の
は
し
ゃ
ぐ
秋
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
　
樹
子

蓑
虫
の
ほ
ど
ほ
ど
と
ゆ
ふ
下
り
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
よ
し
を

万
国
旗
秋
空
か
け
て
あ
つ
ま
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
す
み
子

漫
珠
沙
華
一
日
だ
け
の
少
女
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
乃
理
子

蔓
も
ど
き
光
と
ど
か
ぬ
奥
の
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
貞
夫

秋
空
を
カ
メ
ラ
が
追
え
る
運
動
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
福
　
吉
美

輪
に
な
っ
て
水
子
ど
う
し
や
月
の
海
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
壱
沙

眼
鏡
の
く
も
り
を
拭
い
星
流
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
た
け
を

い
っ
せ
い
に
琴
の
鳴
り
だ
す
良
夜
か
な
　
　
　
　
　
　
　
塩
田
あ
き
ら

萩
山
は
萩
の
盛
り
や
野
立
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
荷
葉
子

鳥
瓜
花
は
人
形
の
髪
に
似
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
来
た
け
し

白
髪
の
一
歩
ふ
み
こ
む
一
葉
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
光
峰

浮
雲
の
地
蔵
に
声
か
け
花
野
指
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子

満
月
や
野
点
の
席
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
渕
よ
し
み
ち

コ
ス
モ
ス
や
風
に
ほ
ぐ
る
る
少
女
か
な
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
謙
太
郎

歯
ま
だ
の
熊
の
子
に
指
吸
は
せ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
澁
谷
　
昌
克

み
ん
な
仲
よ
し
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ

『
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
』の

お
も
し
ろ
実
験
に

ワ
ク
ワ
ク
！
ビ
ッ
ク
リ
！

募
集
し
て
い
ま
す
！



九
月
二
十
四
日
、
第
二
十
五
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
町
民
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
主
催
者
で

あ
る
宇
多
津
商
工
会
会
長
藍
川
保

一
氏
か
ら
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
町
に

寄
付
金
五
七，

〇
〇
四
円
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
が
趣
味
な
ど
で
作

っ
た
作
品
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。

皆
様
の
力
作
を
出
展
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
こ
の
機
会
に
自
慢
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
我
こ
そ
は
！
と
思

わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
下
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

虐
待
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
最

も
侵
害
す
る
も
の
で
「
こ
こ
ろ
」

や
「
か
ら
だ
」
に
大
き
な
傷
を
残

す
ば
か
り
で
な
く
、
時
に
は
死
を

招
い
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
に

は
、
地
域
の
人
た
ち
み
ん
な
の
目

で
見
守
り
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。
昨
年
の
高
松
市
の
ケ
ー
ス

は
、
不
適
切
な
養
育
か
ら
衰
弱
死

し
て
い
ま
す
。
虐
待
は
家
庭
内
の

こ
と
が
多
く
、
外
部
か
ら
は
見
過

ご
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。「
泣
き

声
が
お
か
し
い
…
」「
学
校
へ
行

っ
て
い
な
い
の
で
は
…
」「
食
事

を
し
て
い
な
い
の
で
は
…
」な
ど
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
関
心
を
持

ち
、「
も
し
や
？
虐
待
で
は
」
と

あ
な
た
が
感
じ
通
報
す
る
こ
と
で

救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

「
も
し
や
？
」
と
感
じ
た
ら
す
ぐ

に
相
談
窓
口
へ
連
絡
（
通
報
）
し

ま
し
ょ
う
。

▼
連
絡
先

・
町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
３

・
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

@
24
―
３
１
７
３

パ
ロ
マ
工
業
㈱
製
瞬
間
湯
沸
器

に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
再
発

防
止
の
た
め
対
象
機
種
の
点
検
、

回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
家

庭
に
あ
る
湯
沸
器
を
必
ず
ご
確
認

の
上
、
左
記
の
形
式
に
該
当
し
て

い
る
場
合
は
、
パ
ロ
マ
工
業
㈱
ま

た
は
町
役
場
に
申
出
て
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
該
当
す
る
形
式

表
示
位
置
（
右
側
面
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
パ
ロ
マ
工
業
㈱
お
客
様
相
談
室

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
３
１
４
―
５
５
２

・
町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
０

▼
作
品
募
集
期
間

十
一
月
二
十
日
∑
ま
で

▼
健
康
ま
つ
り
の
日
時

十
一
月
二
十
三
日
∫

午
前
九
時
〜
午
後
二
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方

▼
作
品
例

編
物
な
ど
の
手
芸
品
、
広
告
紙

を
使
っ
た
作
品
、書
画
作
品
な
ど
。

セ
ン
タ
ー
の
九
月
の
相
談
実
績

（
延
人
数
）

・
総
合
相
談

介
護
・
日
常
生
活
…
四
十
二
人

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
…
五
十
人

医
療
…
…
…
…
…
一
人

所
得
・
家
庭
生
活
…
五
人

苦
情
…
…
…
…
…
一
人

そ
の
他
…
…
…
…
四
人

・
介
護
予
防
支
援
…
…
四
十
七
人

・
地
域
支
援
事
業
…
…
十
三
人

・
権
利
擁
護
…
…
…
…
〇
人

計
　
百
六
十
三
人

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
）

@
49
―
８
７
４
０

12

十
一
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

h
あ
な
た
の「
も
し
や
？
」が

子
ど
も
を
救
う
f

ご
家
庭
内
の
湯
沸
器
の

点
検
の
お
願
い

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

A
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
西
側
）
11
／
15
・
30

B
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
11
／
13
・
28

C
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
11
／
14
・
29

D
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
11
／
10
・
27

E
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。

広告 

浜三番丁25-7（四国健康村前） 
営業時間／17:00～25:00・年中無休　@49-5339

と 

と 

の 

お店です!!!

広告 伝統を受け継ぎながら、総合医療専門学校へ。 

新生「四国医療専門学校」 
の誕生です。 

「四国医療専門学校」と「四国リハビリテーション学院」が統合し、 
総合医療専門学校として新たな第一歩を踏み出しました。 

学校法人  大麻学園 

四国医療専門学校 
宇多津町浜五番丁62-1 
TEL 41-2323　http://www.459.ac.jp/

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

健
康
ま
つ
り
で
の
展
示
作
品

募
集
！

PH－81F

PH－82F

PH－101F

PH－102F

PH－131F

PH－132F

PH－161F

寄
付
の
お
礼



「
年
末
調
整
」
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
日
∑

午
後
二
時
〜
四
時

▼
場
所

坂
出
市
民
ホ
ー
ル

（
坂
出
市
京
町
二
―
一
―
十
三
）

※
年
末
調
整
関
係
書
類
を
事
前
に

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場

の
際
に
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

坂
出
税
務
署

法
人
課

@
46
―
３
１
３
４

九
月
三
十
日
午
前
中
、
坂
出
市

府
中
町
の
県
道
（
綾
川
府
中
線
）

で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
軽
四
自
動
車
が
道
路

左
側
に
位
置
す
る
高
速
道
の
ト
ン

ネ
ル
側
壁
に
衝
突
し
、
後
部
座
席

本
年
、
県
警
察
で
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
真
に
事
故
抑

止
効
果
の
高
い
「
高
齢
者
対
策
」、

「
交
差
点
対
策
」、「
夜
間
対
策
」

を
柱
と
し
た
各
種
対
策
の
ほ
か
、

頭
文
字
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

h
Ｓ
f
で
は
じ
ま
る
抑
止
効
果
の

高
い
五
つ
の
対
策
「
交
通
事
故
防

止
h
５
Ｓ
f
運
動
」
を
昨
年
と
同

様
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

①
ス
ピ
ー
ド
（
Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｄ
）
の

抑
制

②
飲
酒
（
Ｓ
ａ
ｋ
ｅ
）
運
転
の
追

放
③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
（
Ｓ
ｅ
ａ
ｔ
ｂ

ｅ
ｌ
ｔ
）
着
用
の
徹
底

④
夕
暮
れ
時
（
Ｓ
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ

ｔ
）
・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

⑤
高
齢
者
（
Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
）
の

交
通
事
故
防
止

の
５
点
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

交
通
安
全
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
！

平
成
十
八
年
九
月
末
現
在
、
全

国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て

い
る
者
は
、
警
察
庁
指
定
特
別
手

配
被
疑
者
と
し
て
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
な
ど
で
特
別
手
配
し
て
い
る

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
被
疑
者
三
人

を
は
じ
め
と
し
て
、
約
二
千
二
百

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、

強
盗
等
の
凶
悪
事
件
、
暴
行
、
傷

害
等
の
粗
暴
事
件
、
窃
盗
事
件
、

詐
欺
、
横
領
等
の
知
能
犯
事
件
な

ど
に
関
し
て
手
配
さ
れ
て
お
り
、

再
び
犯
行
を
繰
り
返
す
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、
早
期
に
検
挙
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪

の
被
疑
者
を
選
定
し
て
、
十
一
月

中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て

追
跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ

れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見

に
向
け
た
各
種
捜
査
活
動
に
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ

と
も
必
要
で
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た

人
を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
等

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

の
同
乗
者
が
死
亡
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
故
で
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
本
年
、
坂
出
警
察
署
管
内
で
の

死
亡
事
故
は
四
件
（
四
名
死
亡
）

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
秋
の
行

楽
期
を
迎
え
、
さ
ら
に
重
大
事
故

の
多
発
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

交
通
事
故
の
回
避
の
た
め
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は

●
安
全
速
度
で
交
通
規
制
を
守

り
、
走
行
し
ま
し
ょ
う

●
交
差
点
や
横
断
歩
道
手
前
で

は
、
前
後
、
左
右
の
安
全
を
十

分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
右
左
折
時
に
は
、
早
め
に
ウ
イ

ン
カ
ー
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
前
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
車
に
同
乗
す
る
時
は
、
運
転

手
・
助
手
席
だ
け
で
は
な
く
、

後
部
座
席
に
乗
る
時
も
全
員
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
・
歩
行
者
の
方
は

●
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
確
実

な
左
右
の
安
全
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

●
夜
間
外
出
の
際
は
、
反
射
材
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
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坂
出
税
務
署
よ
り

お
知
ら
せ

坂
出
警
察
署
か
ら
の

お
願
い

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙

に
ご
協
力
を
！

— 広告 規定制服販売店 

ネームがすぐ入ります!

宇多津小学校・宇多津北小学校・宇多津中学校　指定店 

@４９-０１０３ 
●長袖シャツ●半袖シャツ 
●ブルマー●ハーフパンツ 
●ホッピングパンツ 
●エプロンセットには 

宇多津町伊勢町 
ネーム入れは 
無料です!

広告 

（マミーの横） 

自然素材クリーニング（ECO洗い）を 
毎日基本料金の半額でご奉仕しています!

（特殊品は除く） 

AM8:00～PM7:00　定休日／毎週水曜日　TEL 49-6278

会員様 
限り 

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
安
全
運
転

▼
実
施
期
間

十
一
月
一
日
π
〜
十
一
月
十
日
ª

四
国
運
輸
局



平
成
十
七
年
度
中
の
専
用
電
話

相
談
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
の
利
用
件
数
は
、
二
万
四
千

件
を
超
え
、
依
然
と
し
て
高
い
水

準
で
推
移
し
、
平
成
十
七
年
度
中

に
救
済
手
続
を
開
始
し
た
女
性
に

関
す
る
人
権
侵
犯
事
件
数
は
対
前

年
比
五
・
三
％
増
と
過
去
最
高
を

示
す
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権

問
題
は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
法
務
省
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に

積
極
的
に
対
処
す
る
た
め
、「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
全

国
一
斉
強
化
週
間
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

高
松
法
務
局
並
び
に
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
も
、
臨
時
電
話

を
増
設
し
て
、
次
の
と
お
り
電
話

相
談
に
応
じ
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

▼
期
間

十
一
月
十
三
日
∑
〜
十
九
日
∂

（
七
日
間
）

・
電
話
相
談
（
専
用
）

@
０
８
７
―
８
３
５
―
３
２
１
１

月
〜
土
曜
日（
祝
日
は
休
）／

午
前
九
時
〜
午
後
九
時

・
Ｅ
メ
ー
ル
相
談

http://w
w
w
.hw
.kagaw

a-
sw
c.or.jp/josei/

※
来
所
相
談
可
能
（
要
予
約
）

月
〜
金
曜
日
／
午
前
八
時
三
十

分
〜
午
後
五
時

▼
目
的

過
去
に
石
綿
を
製
造
し
、
ま
た

は
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
、

事
業
場
の
廃
業
等
何
ら
か
の
理

由
に
よ
り
石
綿
健
康
診
断
を
受

診
で
き
な
い
退
職
者
に
対
し

て
、
無
料
で
健
康
診
断
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
健
康
管
理
を

図
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
者

石
綿
を
製
造
し
、
ま
た
は
取
扱

う
作
業
に
従
事
し
て
退
職
し
た

方
で
、
以
下
の
全
て
の
項
目
を

満
た
し
て
い
る
方
。

①
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で

き
る
こ
と
。

②
初
回
ば
く
露
か
ら
十
年
以
上
経

過
し
て
い
る
こ
と
。

③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い

た
事
業
場
が
廃
業
や
倒
産
、
退

職
者
に
対
す
る
健
康
診
断
を
拒

否
等
の
理
由
で
石
綿
健
康
診
断

を
受
診
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
。

④
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を

所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
申
請
さ
れ
た
方
全
員
が
受
診
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間

十
一
月
一
日
π
〜
十
七
日
ª

▼
問
い
合
わ
せ
先
及
び
申
請
場
所

・（
独
）労
働
者
健
康
福
祉
機
構

香
川
労
災
病
院

（
丸
亀
市
城
東
町
三
丁
目
三
―
一
）

@
23
―
３
１
１
１

・（
財
）香
川
成
人
医
学
研
究
所

（
坂
出
市
室
町
三
丁
目
五
番
三
号
）

@
45
―
２
３
１
１

※
申
請
に
際
し
、
事
前
に
申
請
書

を
入
手
し
、
申
請
者
本
人
が
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
時
間

月
〜
金
曜
日
／
午
前
八
時
三
十

分
〜
午
後
七
時
三
十
分

土
・
日
曜
日
／
午
前
十
時
〜
午

後
五
時

▼
電
話
番
号

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

@
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

ま
た
は

@
０
８
７
―
８
２
１
―
６
１
８
１

▼
相
談
員

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
男
女

参
画
社
会
推
進
委
員
会
所
属
の

人
権
擁
護
委
員

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
一
課

@
０
８
７
―
８
２
１
―
６
１
９
１

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
・
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
・
売
買
春
等
一
人
で
悩
ま

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
連
絡
先

県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
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全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相

談
強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
期
間
中

（
十
一
月
十
二
日
〜
二
十
五
日
）

石
綿
業
務
に
従
事
し
た
離
職
者

に
対
す
る

特
別
健
康
診
断
事
業

広告 

介護付有料老人ホーム 

入居者 
募集中 

★保証金無料　★個室でプライバシー保護　★要介護1～5の方 

担当／氏家（うじけ）・内木場（うちこば） @49-9221

広告 

制服他…取り扱い店 
■山田衣料店（山下）@49-0980　■渡辺衣料店（栄町）@49-0816 
■長尾衣料店（栄町）@49-0155　■吉田衣料店（栄町）@49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校 

宇多津中学校 

高
松
法
務
局
登
記
相
談
室

0
8
7
―
8
2
1
―
2
1
0
3

▼
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
十
五
分

専
用
電
話
番
号

11月は「賃金不払残業解消キャンペーン月間」香川労働局
労働時間管理の適正化と賃金不払残業に関する相談日 11月23日∫（午前9時～午後5時）TEL 0120－793－283



今
年
も
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
の
一
環
と
し
て
、
歳
末
た
す

け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
は
、

町
民
の
皆
様
方
が
ご
使
用
に
な
ら

な
く
な
っ
た
品
物
や
、
善
意
の
寄

付
品
を
用
い
て
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
収
益
金
は
、
町
内

の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
開
催
日

十
二
月
二
日
º

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
四
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

@
49
―
０
２
８
７

○
修
学
四
年
で
、
給
与
を
受
け
な

が
ら
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
習
得
し
、

三
年
修
了
時
に
は
高
等
学
校
の

卒
業
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

○
十
九
歳
〜
二
十
歳
の
若
さ
で
中

堅
隊
員
の
階
級
（
三
曹
）
に
昇

任
し
、
幹
部
へ
の
飛
躍
の
機
会

も
大
き
く
、
多
く
の
先
輩
が
幹

部
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

中
卒（
見
込
含
む
）

十
七
歳
未
満
の
男
子

▼
受
付
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
π
〜

平
成
十
九
年
一
月
九
日
∏

▼
一
次
試
験

平
成
十
九
年
一
月
十
三
日
º

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所

（
丸
亀
市
大
手
町
二
丁
目
四
―

二
四
　
大
手
町
ビ
ル
三
階
）

@
23
―
６
４
２
０

▼
募
集
学
科

第
二
看
護
学
科

（
修
業
年
限
二
年
）

①
第
一
回
試
験

▼
出
願
期
間

平
成
十
八
年
十
二
月
十
八
日
∑

〜
平
成
十
九
年
一
月
十
二
日
ª

▼
試
験
日

平
成
十
九
年
一
月
二
十
一
日
∂

▼
合
格
発
表

平
成
十
九
年
一
月
二
十
五
日
∫

②
第
二
回
試
験

▼
出
願
期
間

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日
∏
〜

二
十
三
日
ª

▼
試
験
日

平
成
十
九
年
三
月
四
日
∂

▼
合
格
発
表

平
成
十
九
年
三
月
八
日
∫

▼
募
集
人
員
（
①
②
合
わ
せ
て
）

男
女
四
十
人

▼
受
験
資
格
（
①
②
と
も
）

准
看
護
師
免
許
取
得
者
及
び
平

成
十
九
年
三
月
取
得
見
込
み
の

者
▼
資
料
請
求
及
び
問
い
合
わ
せ
先

香
川
看
護
専
門
学
校

@
63
―
６
１
６
１

（http://www.kagawakango.ac.jp

）

水
の
入
れ
替
え
及
び
設
備
点
検

の
た
め
休
館

▼
期
間

十
一
月
六
日
∑
〜

十
一
日
º

※
十
一
月
十
二
日
∂
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

@
49
―
４
７
７
０

○
自
衛
隊
生
徒
は
、
自
衛
隊
の
最

新
装
備
を
扱
う
専
門
技
術
者
を

養
成
す
る
制
度
で
す
。

○
採
用
と
同
時
に
「
特
別
職
国
家

公
務
員
」
と
な
り
、
給
与
・
年

金
等
の
生
活
基
盤
を
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
し
ま
す
。
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平
成
十
八
年
度

自
衛
隊
生
徒
採
用
試
験
案
内

平
成
十
九
年
度

香
川
看
護
専
門
学
校

学
生
募
集

弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談

広告 

家族葬会館 

うたづ葬祭 

○140名収容可　○24時間受付 

（有）うたづ葬祭 

@49-2028

まごころ会員募集中 
会員の方は葬儀・法要 
基本料金10%割引 電話のみでOK

広告 

A0877－41－1099 
OPEN　6:00pm―3:00am 
宇多津町浜五番丁51番地4

▼
弁
護
士

徳
田
　
恒
光
先
生
　
▼
相
談
日

十
一
月
十
四
日
∏

午
前
九
時
〜
正
午
　
▼
場
所

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
二
階

▼
費
用

無
料（
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会
　
@
49
―
０
２
８
７

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の

開
催

角
川
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

休
館
の
お
知
ら
せ

赤い羽根 
共同募金 

10月1日ê12月31日 

地域の福祉、 
みんなで参加 



▼
稽
古
場
所

町
デ
ュ
ア
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

二
階

▼
稽
古
日

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

午
後
七
時
〜
九
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
原

@
49
―
０
０
６
９

①「
年
賀
状
・
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

を
つ
く
ろ
う
」

②「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
活
用
術
」

▼
開
催
日
（
①
②
と
も
）

十
一
月
二
十
七
日
∑
、
十
二
月

四
日
∑
、
十
一
日
∑
、
十
八
日

∑

▼
時
間

①
午
前
九
時
十
分
〜
十
時
四
十
分

②
午
前
十
時
五
十
分
〜
午
後
十

二
時
二
十
分

▼
場
所
（
①
②
と
も
）

香
川
短
期
大
学
　
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
実
習
室
３

（
宇
多
津
町
浜
一
番
丁
）

▼
定
員
（
①
②
と
も
）

各
十
五
名

▼
対
象

町
民
及
び
町
内
企
業
に
お
勤
め

の
方
で
、
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ

る
人

▼
受
講
料

無
料

（
た
だ
し
、
教
材
費
別
途
必
要
）

▼
申
込
方
法
（
①
②
と
も
）

は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
お
書
き
の
上
、
左
記

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
七
六
九
―
〇
二
〇
一
　
宇
多

津
町
浜
一
番
丁
十
番
地

香
川
短
期
大
学
生
涯
学
習
室
宛

（
@
49
―
５
５
０
０
）

▼
申
込
締
切
日
（
①
②
と
も
）

十
一
月
二
十
日
∑

※
先
着
順
に
受
付
し
ま
す
。ま
た
、

各
講
座
と
も
定
員
に
な
り
次
第
、

締
切
り
ま
す
。

▼
主
催

香
川
短
期
大
学

町
教
育
委
員
会

ち
ょ
っ
と
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
な
子

や
障
害
児
で
も
、
楽
し
く
勉
強
・

遊
び
を
親
子
で
行
っ
て
い
く「
場
」

を
作
り
ま
し
た
。
一
度
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
達
の
勉
強
・
遊
び
等
の

活
動
を
助
け
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
連
絡
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

十
川
　
美
紀

@
49
―
５
９
６
３

16

親
子
ク
ラ
ブ
「
わ
く
わ
く
」

鵜
多
津
剣
道
会

会
員
募
集

平
成
十
八
年
度

香
川
短
大
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着
図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

少年時代
池永陽

赤い指
東野圭吾

でかした、ジーヴス!
P･G･ウッドハウス

さんすうくんが
やってくる
五味太郎

日本全国鉄道旅行
昭文社

のんきなりゅう
ケネス･グレアム 著

一
般
書

児
童
書

編著

著

著

23 
∫ 

26 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

宇多津クリニック 
（宇多津町） 
156－7777

三木内科胃腸科医院 
（冨下町） 
146－3658

聖マルチン病院 
（谷　町） 
146－5195

坂出市立病院 
（文京町） 
146－5131

井上胃腸科肛門科クリニック 
（宇多津町） 
149－1700

11月の休日当番医院 

※変更することがありますので、新聞紙上等で確認してください。 

3 
ª 

5 
∂ 

12 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

回生病院 
（室　町） 
146－1011

19 
∂ 

伊藤内科消化器科クリニック 
（川津町） 
144－1930

うちだ小児科医院 
（駒止町） 
146－2622

たかはし整形外科医院 
（笠指町） 
145－6121

宇多津浜クリニック 
（宇多津町） 
156－7007

国重医院 
（元　町） 
146－5501

永井整形外科医院 
（川津町） 
145－1177



今
年
の
冬
は
シ
ェ
フ
・
パ
テ
シ

ェ
に
教
え
て
も
ら
っ
て
ス
ペ
シ
ャ

ル
デ
ィ
ナ
ー
！

①「
セ
ン
ト
カ
テ
リ
ー
ナ
ホ
テ
ル

宇
多
津
の
シ
ェ
フ
と
作
る
、

お
し
ゃ
れ
な
h
洋
風
お
せ
ち
f
」

▼
日
時

十
二
月
四
日
∑

午
前
十
時
〜
正
午

②
「
話
題
の
フ
ル
ー
ツ
カ
フ
ェ

p
o
n
-p
o
n

の
パ
テ
シ
ェ
と
作
る
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
」

（
お
み
あ
げ
に
ケ
ー
キ
が
一
本
あ

り
ま
す
。）

▼
日
時

十
二
月
五
日
∏

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
調
理
室

▼
定
員

二
十
四
名
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン

▼
費
用

二
、
〇
〇
〇
円

▼
申
込
締
切
日

十
一
月
二
十
七
日
∑

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

大
浦

@
０
９
０
―
３
７
８
９
―
７
９
６
５

の
館
三
角
邸
会
場
を
中
心
に
旧

町
内
（
昨
年
と
同
じ
エ
リ
ア
）

文
化
展
は
、
十
六
団
体
が
参
加

予
定
で
絵
画
、
書
、
彫
刻
等
が
多

数
展
示
さ
れ
ま
す
。
い
け
ば
な
展

は
七
団
体
が
多
数
の
い
け
ば
な
を

展
示
。

芸
能
祭
は
二
十
四
団
体
が
一
年

間
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、

大
正
琴
、
日
舞
、
ダ
ン
ス
、
コ
ー

ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
等
多
彩
な
芸
を

披
露
し
ま
す
。

文
化
展
・
い
け
ば
な
展

▼
日
時

十
一
月
十
一
日
º
〜
十
二
日
∂

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

※
お
茶
の
接
待
あ
り

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

芸
能
祭

▼
日
時

十
一
月
十
一
日
º

正
午
〜

十
一
月
十
二
日
∂

午
前
十
時
〜

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
内
　
文
化
協
会

事
務
局

@
49
―
８
０
０
７

▼
日
程

十
一
月
十
二
日
∂

▼
場
所

町
鍋
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
館
前

▼
内
容

①
い
ろ
い
ろ
相
撲（
個
人
戦
）

②
本
相
撲（
個
人
戦
）（
団
体
戦
）

優
勝
・
準
優
勝
者
に
は
、
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
メ
ダ
ル
進
呈
。
参
加
者

に
は
、素
敵
な
記
念
品
を
進
呈
。

▼
出
場
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
商
工
会
事
務
局

@
49
―
１
３
１
１

自
治
会
、
職
場
、
個
人
等
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参

加
で
地
域
や
職
場
周
辺
の
清
掃
活

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

十
一
月
五
日
∂

午
前
八
時
三
十
分
〜
十
時

（
小
雨
の
場
合
は
実
施
し
ま
す
。）

▼
実
施
区
域

町
全
域

▼
集
合
場
所

・
自
治
会

各
自
治
会
で
決
め
た
集
合
場
所

・
自
治
会
未
結
成
区
域
及
び
事
業
所

Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
南
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
０

「
第
四
回
う
た
づ
の
町
家
と
お

ひ
な
さ
ん
」
を
来
春
も
下
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

過
去
三
回
、
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
良
い
催
し
と
な
り
住
民
の

方
々
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

現
在
、
実
行
委
員
会
で
は
、
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
内
容
等
の

検
討
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
良
い

ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

ご
教
示
く
だ
さ
い
。
今
後
お
ひ
な

さ
ん
の
展
示
協
力
な
ど
の
お
願
い

に
実
行
委
員
会
等
が
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
実

行
委
員
会

会
長
　
　
菊
本
　
達
也

▼
日
程

平
成
十
九
年
三
月
三
日

º
・
四
日
∂

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
、
倉

17

Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
リ
ー
ブ
料
理
教
室

う
た
づ
の
町
家
と

お
ひ
な
さ
ん

町
ク
リ
ー
ン
作
戦
の

実
施
に
つ
い
て

力
自
慢
の
子
ど
も
達
集
ま
れ
！

第
八
回

沖
ノ
濱
杯
子
ど
も
相
撲
大
会

第
六
回

『
宇
多
津
ど
す
こ
い
祭
り
』

町
文
化
協
会
主
催

２
０
０
６

う
た
づ
秋
の
文
化
祭



▼
日
時

十
一
月
二
十
三
日
∫

午
前
九
時
〜
午
後
二
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

①
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

・
健
康
相
談
（
血
圧
測
定
・
体
脂

肪
測
定
）

・
個
別
栄
養
相
談
（
糖
尿
病
・
高

血
圧
・
高
脂
血
症
等
）

・
血
糖
検
査

・
指
先
で
診
る
血
管
年
齢
測
定

・
骨
密
度
測
定

・
医
師
に
よ
る
個
別
医
療
相
談

・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導

・
ス
ト
レ
ス
値
測
定

②
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
コ
ー
ナ
ー

・
健
康
食
試
食
（
黒
米
お
に
ぎ

り
・
豚
汁
う
ど
ん
）

・
健
康
パ
ネ
ル
・
フ
ー
ド
モ
デ
ル

展
示

・
健
康
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

③
母
子
愛
育
会
こ
あ
ら
ん
ど
コ
ー
ナ
ー

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
講
師
に
よ

る
親
子
体
操
教
室

・
赤
ち
ゃ
ん
人
形
抱
っ
こ
体
験

・
子
育
て
何
で
も
相
談

・
バ
タ
ー
作
り
体
験

（
先
着
二
十
名
・
要
予
約
）

健
康
ウ
ォ
ー
ク

家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

十
一
月
二
十
三
日
∫

受
付
／
午
前
八
時

開
会
／
午
前
八
時
三
十
分

ス
タ
ー
ト
／
午
前
九
時

（
雨
天
決
行
。
参
加
無
料
、
申

込
み
不
要
。
ス
タ
ー
ト
前
に
準

備
体
操
あ
り
。）

▼
コ
ー
ス

大
束
川
沿
い
一
・
五
㎞
、
三
・

五
㎞
、
五
㎞
の
三
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所

町
役
場
北
側
駐
車
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

平
成
十
五
年
度
に
発
足
し
た
宇

多
津
北
小
学
校
区
会
議
で
、
子
ど

も
た
ち
が
健
全
に
育
つ
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に

「
校
区
内
に
住
ん
で
い
る
大
人
と

子
ど
も
が
相
互
に
交
流
す
る
機
会

を
も
っ
と
増
や
す
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

一
昨
年
・
昨
年
に
続
き
、
今
年

度
も
校
区
内
の
各
種
団
体
の
ご
協

力
・
ご
奉
仕
を
得
て
、「
第
三
回

地
域
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
」
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
各
種

の
体
験
活
動
や
う
ど
ん
や
焼
き
そ

ば
、
生
活
用
品
の
バ
ザ
ー
を
行
い

ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
徒
歩
・

自
転
車
等
で
ご
来
校
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
一
月
三
日

午
前
十
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

▼
会
場

宇
多
津
北
小
学
校
校
庭

▼
日
時

十
一
月
二
十
三
日
¥

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時
十
五
分

▼
場
所

県
民
ホ
ー
ル
　
北
館
五
階
多
目

的
大
会
議
室

▼
対
象
（
参
加
無
料
）

団
塊
の
世
代
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
関
心
の

あ
る
方

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
講
演「
帰
宅
の
時
代
―
団
塊
よ
、

個
に
戻
れ
―
」

講
師
　
作
家
　
林
　
望
氏

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
体
験
入
門

※
先
着
順
・
要
申
込

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

香
川
県

@
０
８
７
―
８
３
２
―
３
１
７
４

・
救
急
救
命
士
に
よ
る
救
急
法
講

習
会

④
医
師
に
よ
る
健
康
講
演
会

「
命
、
輝
い
て
い
ま
す
か
？
」

に
し
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

西
川
　
清
先
生

午
前
十
時
三
十
分
〜
正
午

※
参
加
者
に
は
粗
品
進
呈

⑤
生
命
の
貯
蓄
体
操
体
験

⑥
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
に
よ
る
乳
が

ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

（
無
料
・
要
予
約
）

⑦
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

⑧
高
齢
者
に
よ
る
作
品
展
示

⑨
う
た
づ
遊
友
健
康
づ
く
り
の
会

18

う
た
づ
健
康
ま
つ
り

団
塊
の
世
代
応
援
セ
ミ
ナ
ー

宇
多
津
北
小
学
校
区

「
地
域
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
」

開
催



協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の

た
め
に
、
住
民
自
ら
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
地
域
を

訪
問
し
ま
す
。

街
並
み
の
保
存
の
た
め
に
空
家

と
な
っ
た
民
家
を
再
生
し
た
り
、

各
種
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
取
組
む

な
ど
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
取
組
ん
で

い
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人
の
方
に
具

体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺

い
ま
す
。

▼
視
察
先

・
山
口
県
山
口
市

・
広
島
県
竹
原
市

▼
日
程

十
一
月
二
十
一
日
∏
〜

二
十
二
日
π
　
一
泊
二
日

▼
参
加
費

一
五
、
〇
〇
〇
円

▼
申
込
期
限

十
一
月
十
日
ª
ま
で

▼
申
込
方
法

印
鑑
及
び
参
加
費
を
持
参
の
上

左
記
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

町
政
策
調
整
室

@
49
―
８
６
０
０

▼
講
師

小
布
施
町
長
　
市
村
　
良
三
氏

▼
講
演
内
容

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

▼
開
催
日

十
一
月
十
六
日
∫

午
後
六
時
三
十
分
〜

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
四
階

▼
入
場
料

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
政
策
調
整
室

@
49
―
８
６
０
０

宇
多
津
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で

は
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
験
と
し
て
、「
う
た
づ
日

曜
楽
市
」
を
開
催
し
ま
す
。
町
内

で
取
れ
た
野
菜
や
果
物
、
手
作
り

の
一
品
、
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
掘

り
出
し
物
な
ど
、
町
民
が
持
ち
寄

っ
た
品
物
を
販
売
す
る
企
画
で
す
。

▼
開
催
日

十
二
月
十
七
日
∂

午
前
九
時
〜
正
午

▼
場
所

栄
町
町
営
住
宅
横

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

「
う
た
づ
日
曜
楽
市
」
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。
販
売
す
る
品

物
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
出
店

希
望
者
は
左
記
ま
で
、
電
話
で
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
受
付

十
一
月
十
四
日
∏
ま
で

（
詳
細
は
十
一
月
二
十
八
日
∏

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。）

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
政
策
調
整
室
内

宇
多
津
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
事
務
局

@
49
―
８
６
０
０

▼
日
時

十
一
月
二
十
七
日
∑

正
午
〜
午
後
一
時

▼
場
所

結
婚
式
場
　
サ
ン
・
ア
ン
ジ
ェ

リ
ー
ナ
（
宇
多
津
町
聖
通
寺
山

山
頂
）
@
46
―
２
０
０
０

▼
講
師

香
川
経
済
研
究
所

理
事
　
白
川
　
正
照
氏

▼
演
題

「
四
国
活
性
化
へ
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
宝
の
山
を
活
か
し
漁
夫

の
利
を
狙
え
！

▼
会
費

二
、
〇
〇
〇
円

▼
申
込
先

事
務
局
　
開
成
工
業
株
式
会
社

藤
本
　
福
本

@
49
―
２
２
１
１

▼
日
時

十
一
月
三
日
ª
　
文
化
の
日

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

※
お
抹
茶
席
は
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所

宇
多
津
ビ
ブ
レ
　
一
階
正
面
入
口

▼
内
容

お
抹
茶
席
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、古
着
リ
サ
イ
ク
ル
、

手
作
り
体
験
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
、
手
芸
品
販
売
、
食
べ
物
コ

ー
ナ
ー
等

▼
主
催

社
会
福
祉
法
人
ド
リ
ー
ム
、
知

的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
ド
リ

ー
ム
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
ド
リ
ー
ム

パ
ラ
ダ
イ
ス
親
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
ド
リ
ー
ム
パ
ラ
ダ
イ
ス

@
49
―
９
８
８
９

住
民
が
主
役
と
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
、
人
口
一
万
人
の
町

に
年
間
百
二
十
万
人
も
の
観
光
客

が
訪
れ
る
町
に
変
貌
を
遂
げ
た
長

野
県
小
布
施
町
。
昨
年
か
ら
は
、

役
場
の
中
に
東
京
理
科
大
学
の
ま

ち
づ
く
り
研
究
所
を
設
け
、
調
査

や
住
民
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
な
ど
住
民
と
行
政
と
大
学
の
三

者
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

当
時
の
活
動
の
中
心
的
人
物

で
、
現
在
は
町
長
で
あ
る
市
村
氏

を
招
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

19

ま
ち
づ
く
り
視
察
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

〜
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
〜

宇
多
津
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

開
催

「
う
た
づ
日
曜
楽
市
」開
催

十
一
月
異
業
種
交
流
昼
食
会

に
つ
い
て

第
十
一
回
　
ド
リ
ー
ム
祭
り



▼
日
時

十
二
月
七
日
∫

午
後
六
時
三

十
分
〜
八
時
三
十
分

▼
会
場

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋

三
階
（
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
前
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金

五
、
〇
〇
〇
円

（
当
日
券
も
あ
り
。）

※
な
お
、
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の
収
益
金
の

一
部
は
、
必
要
と
す
る
地
域
社

会
支
援
活
動
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ミ
ド
ル

香
川
　
会
長
　
山
地
シ
ゲ
子

（
@
・
I
49
―
０
５
７
１
）

▼
日
時

十
二
月
十
七
日
∂

▼
主
催

高
松
法
務
局
　
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会

▼
共
催

県
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

▼
日
時

十
一
月
十
五
日
π

午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
四
階
会
議
室

▼
講
師

東
か
が
わ
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
　
永
峰
　
絹
江
氏

▼
演
題

「
Ｄ
Ｖ
と
職
場
と
家
庭
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
作
り
に

つ
い
て
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
生
涯
学
習
課

@
49
―
８
０
０
７

●「
か
し
こ
い
生
活
設
計
を

築
く
た
め
に

〜
医
療
保
障
と
介
護
保
障
〜
」

講
師

主
査
　
増
岡
　
睦
記
氏

（
ú
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
）

●「
元
気
で
歳
を
重
ね
ら
れ
る

暮
ら
し
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
１

〜
安
全
・
安
心
・
快
適
住
ま
い

づ
く
り
と
行
政
の
動
き
〜
」

講
師

元
気
で
歳
を
重
ね
ら
れ
る
暮
ら
し

づ
く
り
研
究
会
事
務
局
担
当
者

会
場
で
住
ま
い
の
改
善
事
例
等

を
パ
ネ
ル
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
日
時

十
一
月
十
九
日
∂

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

視
聴
覚
室

▼
申
込
方
法

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵

便
ま
た
は
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
九
―
〇
二
〇
八
　
宇
多

津
町
浜
八
番
丁
一
一
八
―
九

オ
フ
ィ
ス
住
ク
リ
エ
イ
ト
内

元
気
で
歳
を
重
ね
ら
れ
る
暮
ら

し
づ
く
り
研
究
会
事
務
局

@
・
I
49
―
９
６
６
２

Ｅ
メ
ー
ル
　okakz@

m
ail5.kbn.ne.jp

▼
参
加
費

無
料

▼
定
員

六
十
名
（
先
着
順
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

@
49
―
９
６
６
２

▼
主
催

元
気
で
歳
を
重
ね
ら
れ
る
暮
ら

し
づ
く
り
研
究
会

開
場
／
午
後
三
時

開
演
／
午
後
三
時
三
十
分
〜
午

後
五
時

▼
会
場

か
が
わ
国
際
会
議
場

（
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
二
―
一

高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
・
タ
ワ

ー
棟
六
・
七
階
）

▼
入
場
料

無
料
（
全
席
自
由
席
）

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
一
人
一
枚
、
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

左
記
申
込
先
ま
で
。
先
着
三
九

〇
名
様
に
入
場
整
理
券
を
お
送

り
し
ま
す
。
な
お
、
ご
記
入
い

た
だ
い
た
個
人
情
報
は
整
理
券

発
送
の
み
に
利
用
し
ま
す
。

▼
申
込
先

〒
七
六
〇
―
八
五
〇
八
　
高
松

市
丸
の
内
一
―
一
　
高
松
法
務

局
人
権
擁
護
部
内
「
義
家
弘
介

講
演
会
」
事
務
局

@
０
８
７
―
８
２
１
―
６
１
９
１

▼
受
付
期
間

十
一
月
十
五
日
π
〜
十
二
月
八

日
ª
必
着

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
。）

20
〈役場へのご意見・ご要望をお寄せください。電話ご意見番 149―8211〉

ヤ
ン
キ
ー
先
生
こ
と

義
家
弘
介
講
演
会

〜
子
ど
も
が
わ
か
ら
な
い
親
た
ち
へ
〜

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」に
つ

い
て
の
講
演
会
の
お
知
ら
せ

第
十
一
回

暮
ら
し
知
っ
得
セ
ミ
ナ
ー

高
齢
社
会
の
中
で
い
つ
ま
で
も

元
気
で
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ミ
ド
ル
香
川
主
催

第
七
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
の
開
催



▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
行
進
曲
「
海
ほ
た
る
の
歌
」

・「
ツ
ー
パ
ー
ト
・
イ
ン
ヴ
ェ
ン

シ
ョ
ン
」（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア

ム
・
デ
ュ
オ
）

・「
ど
演
歌
え
き
す
ぷ
れ
す
第
二
番
」

ほ
か

▼
日
時

十
二
月
十
六
日
º

開
場
／
午
後
一
時
三
十
分

開
演
／
午
後
二
時

▼
入
場
料
他

入
場
無
料
　
全
席
自
由
席

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
８
０
２
０

地
域
住
民
皆
様
の
健
康
向
上
と
、

療
術
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
無
料
療
術
治
療
会
を
開
催
し

ま
す
。
慢
性
病
、
腰
痛
、
肩
こ
り
、

膝
痛
等
で
お
困
り
の
方
は
、
お
越

宇
多
津
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　
瀬
戸
　
邦
雄
先
生

▼
参
加
費

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

島
田
美
智
子

@
28
―
７
５
２
４

Ｃ
Ｍ
音
楽
や
ア
ニ
メ
メ
ロ
デ
ィ

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
日
時

十
一
月
九
日
∫

開
場
／
午
後
六
時
三
十
分

開
演
／
午
後
七
時

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
等

入
場
無
料
　
全
席
自
由
席

※
チ
ラ
シ
裏
面
に
入
場
整
理
券

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
８
０
２
０

し
く
だ
さ
い
。（
治
療
費
無
料
。

当
日
順
次
受
付
。）

▼
日
時

十
二
月
三
日
∂

午
後
一
時
〜
六
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
二
階
和
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

õ
香
川
県
療
術
師
協
会
　
治
療

会
担
当
窓
口
　
畑

@
49
―
２
８
９
５

@
０
９
０
―
１
０
０
２
―
３
８
６
７

リ
ウ
マ
チ
患
者
だ
け
で
な
く
、

ど
な
た
で
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ご
参
加
く
だ
さ
い
。講
演
終
了
後
、

療
養
相
談
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

十
一
月
三
十
日
∫

・
交
流
会

午
後
一
時
三
十
分
〜
二
時
三
十
分

・
講
演
会

午
後
三
時
〜
四
時
三
十
分

▼
場
所

丸
亀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ひ

ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
）

四
階
研

修
会
議
室
一
・
二

▼
講
演
内
容

「
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
腎
臓
疾
患

に
つ
い
て
」

21
〈火災時の問い合わせは 145―4949〉

無
料
療
術
治
療
会

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会

第
三
回

陸
上
自
衛
隊
第
十
四
音
楽
隊

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ことばの相談（要予約）
毎月第4木曜日　午前9時～正午
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

一般相談
家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、母
子・父子福祉問題、その他日常生活のあら
ゆる問題
11月7日（火）・21日（火）・28日（火）・
午前9時30分～正午
町福祉センター1階相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

身体障害者相談
11月17日（金） 午後1時30分～4時
町福祉センター1階相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　@49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　@49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　@49－8000

行政相談
12月15日（金） 午後1時～3時
町保健センター
町総務課　@49－8013

特設人権相談
12月13日（水）午前10時～午後3時
町保健センター2階
町住民生活課　@49－8002

無料法律相談（事前申込）
12月21日（木）午前9時30分～11時30分
宇多津商工会
宇多津商工会　@49－1311

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　@49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

毎週月曜日　午後12時30分～3時
やすらぎプラザ
町地域包括支援センター　@49－8740

毎週金曜日　午前9時～11時
町サポートセンター
町地域包括支援センター　@49－8740

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日
問

日

場

問

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

育児相談
毎月第2火曜日　午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　@49－8003

療育相談
毎月第3火曜日　午前9時～11時30分
町役場1階相談室
町保健福祉課　@49－8003

こども相談（要予約）
毎月第2月曜日 偶数月午前、奇数月午後
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
11月2日（木）午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

子ども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
少年育成センター
少年育成センター　@49－4001
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日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

問

日

場
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日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

第
四
十
八
回
県
芸
術
祭

ゲ
ン
ダ
イ
音
楽
な
ん
か
怖
く
な
い

「
日
本
の
ゲ
ン
ダ
イ
音
楽
ま
る
か
じ
り
！
」



発
行
　
宇
多
津
町
役
場
　
編
集
　
総
　
務
　
課
　
　
　
　
　
　

〒
769-0292

香
川
県
綾
歌
郡
宇
多
津
町
1881 

1
（
0877）

49-8013  FAX（
0877）

49-0662

広
報
う
た
づ
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す

広報うたづは、町役場1階窓口・保健センター窓口・ユープラザうたづ・宇多津郵便局・サポートセンターにありますので、自由にお取りください。

ê宇多津町ホームページアドレス http://town.utazu.kagawa.jp
ê町教育委員会メールアドレス　 kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

ê総務課メールアドレス　soumu@town.utazu.kagawa.jp
ê町議会メールアドレス　gikai@town.utazu.kagawa.jp

N
o.522

広
報
う
た
づ

November.11/2006

沙
弥
島
（
坂
出
市
沙
弥
島
町
）
で
の
事

沙
弥
島
で
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
る
理り

源げ
ん

大
師
の
跡
を
訪
ね
よ
う
と
島
の
中

を
歩
い
て
い
る
と
、お
婆
さ
ん
か
ら
、

「
ど
ち
ら
か
ら
お
出
で
に
な
っ
た
ん

な
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
来
島
の
意
図

を
話
す
と
、「
お
大
師
さ
ん
の
所
な
」

と
言
う
の
で
、
四
国
で
は
、
一
般
的

に
お
大
師
さ
ん
と
言
う
と
弘
法
大
師

を
指
す
の
で
、
確
認
の
た
め
に
「
お

婆
さ
ん
、
今
お
大
師
さ
ん
と
言
っ
た

が
、
ま
さ
か
弘
法
大
師
さ
ん
で
は
な

い
わ
な
」
と
尋
ね
る
と
、「
理
源
大

師
さ
ん
だ
よ
。
お
大
師
さ
ん
は
舟
で

毎
日
、
聖
通
寺
へ
勉
強
に
通
っ
た
ん

だ
よ
」
と
今
で
も
地
元
で
は
確
信
を

も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
お
大
師
さ

ん
が
通
っ
た
当
時
の
学
問
所
と
言
わ

れ
る
寺
の
名
は
、
聖
通
寺
の
真
井
住

職
は
「
釈
迦
堂
」
と
言
わ
れ
た
。
聖

通
寺
と
は
聖

ひ
じ
り
（
聖
宝

し
ょ
う
ほ
う

）
が
通か

よ

っ
た
寺

と
言
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
山
の
名
に

な
る
ほ
ど
日
本
に
と
っ
て
も
偉
大
な

名
僧
で
あ
る
。

し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
寺
は
真
言

密
教
の
諸
流
を
二
分
し
て
い
る
小
野

流
の
本
山
で
あ
る
。

貞
観

て
い
か
ん

十
六
年
（
八
七
四
）
創
建
さ

れ
た
と
言
わ
れ
る
。
聖
通
寺
は
そ
れ

に
先
立
つ
創
建
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

修
験
道
は
原
始
宗
教
、
神
道
、
外
来

の
神
仙
、
陰
陽
道

お
ん
み
ょ
う
ど
う

と
密
教
な
ど
を
集

合
し
て
聖
な
る
山
を
修
行
の
場
と
し

た
の
で
行
者
を
山
伏

や
ま
ぶ
し

（
山
に
臥ふ

し
起

き
し
て
修
行
す
る
人
）
と
言
う
。
修

験
者
に
と
っ
て
は
「
山
中
の
事
、
他

言
は
無
用
」
の
事
で
外
に
漏も

れ
て
こ

な
い
。
聖
通
寺
山
の
北
嶺

ほ
く
れ
い

の
頂
き
に

「
ゆ
る
ぎ
岩
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
、

聖
宝
理
源
大
師

聖
宝
は
弘
法
大
師
の
俗
弟
、
真
雅

し
ん
が

か
ら
伝
法
灌
頂

か
ん
ち
ょ
う

を
受
け
た
。
真
言
密

教
を
出
て
、
日
本
古
来
の
信
仰
、
山さ

ん

嶽が
く

信
仰
へ
目
を
向
け
た
の
で
あ
る
。

吉
野
修
験

し
ゅ
げ
ん

の
開
山
は
役
小
角

え
ん
の
お
ず
ね

、
中
興

の
祖
は
聖
宝
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

山
嶽
修
験
者
の
信
仰
を
受
け
て
い

る
。日
本
在
来
の
信
仰
の
場
が
何
故
、

山
な
の
か
と
言
う
と
山
は
神
や
霊
の

宿
る
所
、「
弥
勒

み
ろ
く

の
来
迎
図

ら
い
ご
う
ず

」
は
聖

し
ょ
う

衆し
ゅ
うと
と
も
に
山
の
中
か
ら
来
迎
す
る

（
山
越

や
ま
ご
え

の
弥
陀

み

だ

）。
山
中
に
日
本
人
の

浄
土
観
が
あ
る
の
で
写
経
は
多
く
山

の
頂
上
や
山
中
の
聖
地
に
埋
納

ま
い
の
う

さ
れ

る
。
聖
通
寺
真
井
住
職
の
お
話
に
よ

る
と
、「
こ
の
寺
が
浄
土
宗
の
寺
の

時
代
も
あ
っ
た
」
と
の
こ
と
、
宗
派

を
問
わ
ず
こ
の
山
に
浄
土
の
観
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
こ
の
寺
周
辺
は
理
源
大
師

の
教
義
の
体
現
の
場
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

聖
通
寺
山
は
修
験
の
道
場

聖
宝
理
源
大
師
は
醍
醐
寺

だ
い
ご
じ

を
創
建

こ
こ
が
祭
場
で
は
な
か
っ
た
か
。
山

に
は
「
沖
の
薬
師
」「
岩
薬
師
」「
岩

割
松
」
な
ど
岩
を
崇
拝
す
る
岩
行
道

ぎ
ょ
う
ど
う

（
岩
を
巡
る
）

を
行
っ
た
と
思

わ
れ
る
意
味
の

あ
る
岩
が
南
嶺

な
ん
れ
い

へ
と
続
く
。
祭

場
で
は
陰
陽
交

い
ん
よ
う
こ
う

合ご
う

、
地ち

天
泰

て
ん
た
い

の

祈
り
を
し
た
の

か
近
く
に
御
供

ご

ぶ

所し
ょ

が
あ
り
、花
を
供
え
祭
壇
と
し
た
。

花
と
は
色
花
で
は
な
く
常
盤

と
き
わ

木
で
あ

っ
た
。
常
盤
公
園
と
名
を
残
し
て
い

る
。
山
嶽
信
仰
の
本
質
は
一
度
死
し

て
再
び
よ
み
が
え
る
と
言
う
こ
と
、

「
疑ぎ

死し

再
生

さ
い
せ
い

」
を
繰
り
返
し
、
永
遠

を
願
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
不
老
不

死
の
願
い
で
こ
の
循
環
が
仏
教
で
言

う
輪
廻
転
生

り
ん
ね
て
ん
し
ょ
う

で
あ
る
。
修
験
に
月
待

ち
の
行
事
が
あ
っ
て
永
正

え
い
し
ょ
う

十
四
年

（
一
五
一
七
）
に
権
律
師
堯
珍

ご
ん
り
っ
し
ぎ
ょ
う
ち
ん

が
弟

子
に
昔
か
ら
の
口
伝

く
で
ん

を
伝
授
し
て
い

る
。『
月
待
之
大
事
』
と
し
て
毎
月

二
十
三
夜
に
月
に
向
か
っ
て
こ
の
修

法
を
行
え
ば
悟
れ
る
こ
と
を
教
え
て

い
る
。

千
早
振

ち
は
や
ぶ

る
　
月
の
桂
の
　
男
子

お
の
こ

こ
そ

末
の
世
ま
で
も
　
頼
も
し
き
か
な

こ
の
歌
の
意
味
を
「
五
行
の
理
」
で

考
え
て
み
る
と
、「
月
は
水
の
精
、

水
は
桂
の
木
を
育
て
（
水
生
木

す
い
し
ょ
う
も
く

）、

桂
の
木
は
土
を
傷
め
る
が
（
木
剋

も
っ
こ
く

土ど

）、
月
の
中
に
い
て
桂
の
木
（
土ど

剋
水

こ
く
す
い

）
を
末
の
世
（
永
遠
）
ま
で
伐き

り
続
け
て
い
る
桂
男

か
つ
ら
お
と
こが
い
る
限
り
月

は
欠
け
て
し
ま
う
こ
と
な
く
満
月
を

取
り
戻
す
。
だ
か
ら
桂
男
は
頼
も
し

い
と
言
う
「
月
の
盈
虚

え
い
き
ょ

」
を
教
え
た

お
話
だ
っ
た
の
だ
。」
聖
通
寺
の
本

尊
、
沖
薬
師

お
き
や
く
し

如
来
は
不
老
不
死
の
、

海
の
彼
方
の
常
世

と
こ
よ

か
ら
「
幸
い
」
を

も
た
ら
す
も
の
へ
の
祈
り
の
対
象
で

あ
る
。
ま
た
、
千
手

せ
ん
じ
ゅ

観
音
は
水
と
の

関
係
で
聖
地
を
現
し
、
山
嶽
、
水
源
、

農
耕
等
、
仏
教
渡
来
す
る
以
前
か
ら

民
間
に
広
ま
っ
て
い
た
日
本
民
族
本

来
の
信
仰
を
尊
重
し
た
祈
り
の
対
象

で
あ
る
。
修
験
道
の
中
興
の
祖
と
し

て
尊
信
さ
れ
、
修
験
道
を
確
立
し
た

聖
宝
理
源
大
師
の
伝
承
の
地
、
開
基

か
い
き

の
寺
を
持
つ
宇
多
津
町
は
、
町
民
に

と
っ
て
、
大
い
に
誇
り
と
す
べ
き
町

な
の
で
す
。

記
載
文
責
者
　
奥
村
　
貞
夫

聖
宝
理
源
大
師
が
通
っ
た
寺
　
聖
通
寺

史
跡
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑩

人口の動き（10／1現在）●人　口　…17,712人（＋7人）（男）8,701人（＋3人）（女）9,011人（＋4人）●世帯数　7,538世帯

ゆるぎ岩

千手観音像（聖通寺）

今も残る土による滅罪、再生


